
見る・見られる
既存

稜線が見えるコンパクトな計画
体育館 新庁舎

東庁舎
（改修活用） 職員駐車場

ホール ±0m
中学校公民館 +1.0m

+2.5ｍ

+4.5ｍ

日射遮蔽

● 周辺動線を整える配置計画
● コンパクトな配置と広場により北側のエリアを明るいスペースに
　
● 地形を素直に活かしつつ、すべての人に優しいバリアフリー空間

● 自然風を取り込む地形に沿った大屋根 ● 土工事を最小化し、安全性も高める地形を
 　そのまま活かした低層階
● 土工事を最小化し、安全性も高める地形を
 　そのまま活かした低層階● 日射調整とメンテナンス・避難経路を

 　兼ねるバルコニーとライトシェルフ ● PC 化も視野にコンパクトで合理的な上層階

深い庇による
日射コントロール

東西をつなぐ動線

避難経路

山なみテラス

シンプルでコンパクトな上層階

誘引 通風コンパクト建物を迂回する動線

明暗

広場

南

レベルにより分断

±0m

+1.0m

+2.5m

+4.5ｍ

そのままの地形を覆う屋根

〇〇
××

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

××

××××

➡

隣棟間隔の確保
長大

レベルを緩やかにつなぐ

広場の創出

RC

RC

建築 環境 構造・施工明るい
スペース大

隙間が
ない

〇〇××

連携の形

桜川桜川

桜川市立大和中
大和中央
公民館
シトラス

JR大和駅 JR岩瀬駅

計画地計画地

羽田山駐車場道路 桜川ひろば（駐車場）シトラス 新庁舎 さくらテラス芝生ひろば 東庁舎 ( 改修 )

市民協働が段状につながる「みんなの段（ステージ）」市民協働が段状につながる「みんなの段（ステージ）」

加波山への VIEW

ステップギャラリーステップギャラリー

山なみテラス山なみテラス

大和ふれあい
センターシトラス

大和中央公民館

大和体育館

羽田山

桜川ひろば
（駐車場）

職員駐車場

新庁舎 東庁舎 ( 改修 )

さくらテラス

芝生ひろば

大和中学校

基本的な配置の考え方基本的な配置の考え方

十分な離隔十分な離隔

新庁舎新庁舎

①人々を迎え入れる日当たりの
　良いメインパーキング
①人々を迎え入れる日当たりの
　良いメインパーキング

②仮設庁舎が不要な
　シビックゾーンの中心に配置
②仮設庁舎が不要な
　シビックゾーンの中心に配置

③低い階高と山からの離隔で
　明るく、安全な環境を確保
③低い階高と山からの離隔で
　明るく、安全な環境を確保

→→
北側
斜面
北側
斜面コンパクトコンパクト ＰＰ

ＰＰＰＰ

解体解体 改修改修

新庁舎新庁舎

十分な離隔十分な離隔

新庁舎新庁舎

①人々を迎え入れる日当たりの
　良いメインパーキング
①人々を迎え入れる日当たりの
　良いメインパーキング

②仮設庁舎が不要な
　シビックゾーンの中心に配置
②仮設庁舎が不要な
　シビックゾーンの中心に配置

③低い階高と山からの離隔で
　明るく、安全な環境を確保
③低い階高と山からの離隔で
　明るく、安全な環境を確保

→→
北側
斜面
北側
斜面コンパクトコンパクト ＰＰ

ＰＰＰＰ

解体解体 改修改修

新庁舎新庁舎

デジタル化や情報化の急速な進展
によって「行政手続き」が簡略化
され「新たなコミュニケーション」
が促進される現代において市庁舎
は、あらゆる人々が快適に利用で
き、まちの将来について語り合え
るような “リアルな “活動の広場、
まさに “シティ・ホール” となり
ます。
私たちは、山の裾野に様々な活動
の“拠点“が段状に集まるこの地で、
市民の日々の営みと自然の「風景」
（地形）が折り重なり、未来へと
つなぐ、「みんなの段（ステージ）」
をつくります。

建築・環境・構造が一体となる「敷地特有の地形に屋根をかけた低層部」＋「コンパクトな上層部」の基本構成

地形に寄り添い、市民とつながる市庁舎『みんなの段』
ー桜川の 地形・歴史・市民をつなぐ協働の舞台 ー

ステ―ジ

桜川市・大和地区・敷地の特性を深く理解した『３つの指針』を提案します

指針② 特徴的な地形の敷地に対する考え方
山並みに呼応した風景・環境づくり

・私たちは、「市全体の特徴」、「大和地区の位置付け」、そして「新しい庁舎が建つ敷地」という、異なるスケール
にわたった広い視野をもち、羽田山の裾野に “拠点 “が段状に集まる “この地ならでは “の「特性」を、この地
ならでは “の「魅力」へと昇華させる、大きな『３つの指針』を提案・共有しながら本業務に臨みます。

山並みと共生する階高を抑えたコンパクトな
断面で「環境」に対する “負荷” を軽減し、
持続可能な“施設づくり・まちづくり”を行います。

３つの地盤レベルにまたがる活動拠点や道路
から、連携を促す「スムーズなアクセス」と
「オープンスペース」を計画します。

指針① 市の行政中心〈大和地区〉に対する考え方
地形を活かした見る～見られるの構成歴史も踏まえた行政エリアの再構築

地形を “そのまま” 活かした『見る～見られる』
の関係が、活動を触発し快適でバリアフリーな
市民協働の場を生み出します。

指針③ 市の豊かな山並みに対する考え方

基本的な考え方

桜川市景観まちづくりマスタープランと連携した景観形成の考え方

桜川の景観や地形と融合した市民協働の場「段（ステージ）」のカタチ
図 1-2：市全域から敷地の細部まで、広い視野で考える新しい庁舎の基本指針

図 1-1：地形を活かし現東庁舎も活かす「配置イメージ」

図 1-3：桜源郷 ( まちづくりマスタープラン ) と呼応する段 ( ステージ ) としての建築

図 1-4：建築・環境・構造の性能を高める地形を活かした考え方

実施方針

・桜川市の景観まちづくりの考え方や、この地の持つ地形や地勢を新庁舎の構成に活かします。
   桜川市さらには羽田山のもつ地形的な豊かさをつなぎ、未来へと引き継ぐべき新たな街の中心を創出します。
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体育館

執務エリア
EV

EV

駐車場 2
(+2.5ｍ)
駐車場 2
(+2.5ｍ)

駐車場 1
(+1.0ｍ)
駐車場 1
(+1.0ｍ)

駐車場 3
(+4.5ｍ)
駐車場 3
(+4.5ｍ)

芝生ひろば

さくらテラス

職員駐車場 給食センター

消防分署

ホール

中学校
公民館

県道木崎雨引線
県道木崎雨引線

市
道
Y2
31
0
号
線

市
道
Y2
31
0
号
線

直結

バスロータリー

共用の
駐車スペース

フラット
にアクセス

±0m
緊急輸送路

臨時発着所

H

体育館

桜川ひろば：
防災ひろば

物資搬入
支援拠点

物資搬入
支援拠点

受入

受入

受入 受入

東庁舎：
職員ボランティア
休憩所

さくらテラス：
支援者休憩スペース

芝生ひろば：
受援拠点

福祉避難所

避難所
( 土砂災害時 )

避難所
( 土砂災害時 )

災害対策
エリア
災害対策
エリア

一時
避難所
一時
避難所

指定避難所

バスロータリー：
（バリフリーに配慮）

職員駐車場
給食センター

消防分署

ホール

中学校公民館 情報提供
エリア

緊急輸送道路

災害発生発災前 初動期 展開期 安定期 復旧期
災害発生直後 発生後～3日程度 3日～1週間程度 1~2週間程度 2週間～3ヶ月

災害対策
エリア
災害対策
エリア

活動支援
エリア
活動支援
エリア

受援
エリア
受援
エリア物資受入

エリア
物資受入
エリア

桜川市
国土
強靭化
地域計画

桜川市地域防災計画

ホール

公民館
福祉避難所福祉避難所

( 指定避難所 )( 指定避難所 )
緊急輸送路

中学校
臨時発着所

同心円状に広がり、連携する防災のカタチ

活動支援エリア
受援エリア

物資受入エリア

・罹災証明発行、義援金等の業務再開

・防災テントの設置
・備蓄物資供給（被災者への炊き出し等の支援）

・帰宅支援

・物資受入、配分

・ボランティア・支援者受け入れ
・情報発信スペース（安否情報発信）

・職員の災害支援対応 段階的に復旧
通常業務へ

・情報収集発信

・一時避難

災害対策本部
の設置 (3 階 )

建物の損傷確認
建物安全度判定支援システムで
損傷の有無を直ちに判断

災害対策エリア

岩瀬地区

真壁地区

大和地区

桜川市全域

防災拠点
（A・B・Cランク）

緊急輸送道路

凡例

※茨城県HP( 緊急輸送道路ネットワーク ) より抜粋

敷地
：3つの地区の中心に位置する

県道木崎雨引線

県道木崎雨引線

芝生ひろば
外構ベンチ設置
⇒来客者の休憩

ステップギャラリー
展示棚・サイネージ等設置
⇒イベント関係展示スペース

窓口
北側アクセスを
確保し業務継続

さくらテラス
イベントスタッフ
の休憩スペース

大会議室
スクリーン等設置
⇒メインステージ

窓口

駐車
スペース
( 来客 )

駐車
スペース
( 来客 )

駐車
スペース
(スタッフ )

駐車
スペース
(スタッフ )

石祭り等
のイベント
石祭り等
のイベント

さくら
テラス
さくら
テラス

芝生
ひろば
芝生
ひろば

大会議大会議

駐車スペース
( 来庁 )

ステップギャラリー
ステップギャラリー

県道木崎雨引線

県道木崎雨引線

芝生ひろば
外構ベンチ設置
⇒来客者の休憩

ステップギャラリー
展示棚・サイネージ等設置
⇒イベント関係展示スペース

窓口
北側アクセスを
確保し業務継続

さくらテラス
イベントスタッフ
の休憩スペース

大会議室
スクリーン等設置
⇒メインステージ

窓口

駐車
スペース
( 来客 )

駐車
スペース
( 来客 )

駐車
スペース
(スタッフ )

駐車
スペース
(スタッフ )

石祭り等
のイベント
石祭り等
のイベント

さくら
テラス
さくら
テラス

芝生
ひろば
芝生
ひろば

大会議大会議

駐車スペース
( 来庁 )

ステップギャラリー
ステップギャラリー

県道木崎雨引線

県道木崎雨引線

芝生ひろば
外構ベンチ設置
⇒来客者の休憩

ステップギャラリー
展示棚・サイネージ等設置
⇒イベント関係展示スペース

窓口
北側アクセスを
確保し業務継続

さくらテラス
イベントスタッフ
の休憩スペース

大会議室
スクリーン等設置
⇒メインステージ

窓口

駐車
スペース
( 来客 )

駐車
スペース
( 来客 )

駐車
スペース
(スタッフ )

駐車
スペース
(スタッフ )

石祭り等
のイベント
石祭り等
のイベント

さくら
テラス
さくら
テラス

芝生
ひろば
芝生
ひろば

大会議大会議

駐車スペース
( 来庁 )

ステップギャラリー
ステップギャラリー

災害対策
機能集約

太陽光（新設＋既存移設検討）
災害時エネルギー利用

職員仮眠
スペース

災害備蓄
倉庫

物資搬入
支援拠点

防災ひろば 受援拠点

マンホールトイレ
かまどベンチ

ヘリコプター
臨時発着所

指定避難所

福祉避難所

桜川ひろば
（駐車場 1）
桜川ひろば
（駐車場 1）

駐車場 2駐車場 2

バス
ロータリー
バス
ロータリー

芝生ひろば芝生ひろば

さくらテラスさくらテラス

東庁舎東庁舎

大会議室大会議室

窓口窓口

出入口
出入口

緊
急
輸
送
道
路

緊
急
輸
送
道
路

出入口
出入口

山なみテラス山なみテラス

議場議場

危機
管理課
危機
管理課

市長室市長室

災害情報
安否確認

一時避難所
として機能 職員駐車場

大和ふれあい
センターシトラス

大和中央公民館

大和体育館

大和中学校

ステップギャラリー

ステップギャラリー

災害対策
本部
災害対策
本部

・それぞれの高さにつながる共用エリア（ステップギャ
ラリー）には、エレベーター・スロープがわかりやす
い位置に設置されることで、室内で各エリアの往来が
可能です。緩やかなスロープ空間に面して、市内情報
の掲示と居場所を配し、各エリアの回遊を促します。

・敷地出入口・ロータリーは関連施設につなげること
で、施設連携・相互アクセスを強化します。

・さらに石祭りのようなイベント時は、通常の行政サービ
スを維持しながらも、駐車場の広場利用や、会議室のイ
ベント利用など各スペースの市民開放が可能となります。

( ア ) 防災拠点としての計画性

 『みんなの庁舎』が防災の要となる －日々の使われ方を災害時に活かす－

日常から災害時へスムーズに機能転換を可能とする仕組み
庁舎を災害時の防災拠点としてどのように機能させるか

図 2-1：市民も職員も庁舎を日常から使いこなすことで災害時もスムーズに機能する計画

図 2-5：各段階に応じた同心円状に展開する災害支援

図 2-2：地形を活かしつつスムーズに移動可能な日常時の使われ方

図 2-3：地形を活用した石祭り等のイベント時の使われ方

図 2-4：「桜川市地域防災計画」を踏まえた非常時の使われ方
・避難所（福祉・指定）、臨時発着場、緊急輸送路の結
節点となる本敷地において、周辺の関連施設に接す
るオープンスペース（駐車場・ひろば・バスロータ
リー）、屋内の共用エリア、中心の執務エリアが同心
円状に配置構成されることで、素早く、柔軟に災害
支援提供が可能となります。

本敷地は、レベルの異なる各エリアに
隣接して公共施設群が連なり、駐車場
や施設の共有など、日常から施設同士
の繋がりが重要となります。
一方で、災害時には防災拠点として複
数の交通手段確保や市内外の防災施設
との強固な情報ネットワークの構築、
そして、ボランティアを含めた多様な
支援者からの受援方法など、多岐にわ
たる配慮が必要です。
新庁舎と周辺エリアが連携した「日常」
の使い方が、新庁舎の防災拠点として
の「災害時」の連携をつくります。

通常時

イベント時

非常時
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レベル3（職員）
レベル2（平日開放）

1F

3F 4F

2F

東庁舎は
独立運用
も可能

東庁舎は
独立運用
も可能

東庁舎へ東庁舎へ

東庁舎へ東庁舎へ

執務エリアと
対応した明快な
セキュリティライン

執務エリアと
対応した明快な
セキュリティライン

会議・
多目的

EV EV

EV EV

EV EV EV EV

ステップギャラリー
山なみテラス

窓口

金庫金庫

サーバー室サーバー室
東庁舎

議場

業務

議会諸室総務・防災・市長

セキュリティライン
凡例

レベル1（休日開放可）

レベル4（職員(限定 )）

1 発電機 ( 最大 7日分想定 )(BCP モード構築）
太陽光パネル ( 新設＋既存移設検討 )/ 無停電電源
光・メタル・無線化による多重化＋衛星電話対応
県の防災情報システムと連携したネットワークの構築
市民開放ゾーンへの災害時対応モニターの設置
受水槽・雑用水槽による備畜 ( 災害時 7日分 )
雨水利用
7日分の汚水を貯留できる非常用排水貯留槽
非常電源を用いた暖冷房システム
自然換気・自然通風の採用

災害時の物流対応、自家発電運転
天井・床輻射空調による無天井化
バルコニーの設置によるガラスの落下防止対策
駐車場の緊急車両ルートの確保
かまどベンチ・マンホールトイレ設置
RC系の構造体を基本として変形を極力抑える
躯体モニタリングシステム ( 建物安全度判定支援 )
1 階床レベルを周囲地盤より高く計画 ( 浸水防止 )
重要設備機械の 2階以上への設置

非常
電源

情報
通信

給水

排水
空調
換気

ELV

建築
計画

構造

水害
対策

２
３
４
５
６
７
８
９
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19

余裕のある雨量計算でゲリラ豪雨対策20

ステップギャラリー

東庁舎
3Ｆ

災害情報

災害対策の核となるエリア

一時退避エリア

連携

連携

バックアップVIEW

連携

イメージ構造形式 地震時のゆれ 平面計画の制約

(基礎 )免震
ピット分の
掘削量が必要免震装置

制震ダンパー

大断面の柱梁

免震構造

制震構造

耐震構造

掘削量コスト

小さい

制震ダンパー
配置により
制約有

かなり
小さい

基礎ピット
掘削量の
最小化が可

耐震壁無し
EXP.J
制約有

基礎ピット
掘削量の
最小化が可

最も
小さい

大断面の
柱梁により
耐震壁少

市民協働エリアである１階の屋根は
平屋のＳ造（軽量化）で構成し、
開放性と可変性の高い空間とする

執務エリアは、適正スパンの
ＲＣ系フレームで構成
（耐震要素を集約）

コンパクトに
まとめ、梁せい
が小さく、
経済性の高い
スパンを実現→「建物全体の水平力」を負担

→「軸力」のみを負担

市民協働エリアである１階の屋根は
平屋のＳ造（軽量化）で構成し、
開放性と可変性の高い空間とする

執務エリアは、適正スパンの
ＲＣ系フレームで構成
（耐震要素を集約）

コンパクトに
まとめ、梁せい
が小さく、
経済性の高い
スパンを実現→「建物全体の水平力」を負担

→「軸力」のみを負担

雨水侵入のリスク
を最小限化

万が一のリスク
に備えた離隔

地盤の安定を踏まえた
既存杭残置を検討GL±0

GL+4.5m

GL+1.6m

GL+4.7m

緩やかな勾配

緩やかな勾配
雨十分な離隔

十分な離隔
出入口

出入口
雨

前面道路下部 (+46.20)

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

対策①

対策②
対策⑥

対策③

対策⑤
対策⑦

対策⑧

対策④

天気変化激しい

浸水災害

山からの離隔を
十分に確保

FL を周囲地盤面
より高く設定

避雷針の設置

風速が増幅しない
カドが少ない
平面形状

飛散防止フィルム

雨水の涵養高耐震化
階高を抑え
風害を低減

暴風・大雨・土砂災害

強い寒波、凍結

強い寒冷前線・フェーン現象

熱雷の季節

台風・秋雨前線

北西の季節風「木枯らし」

地震災害（通年）

（強い雨、落雷、突風）
（ダウンバースト）

（雷雨・山火事）

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

対策①

対策②
対策⑥

対策③

対策⑤
対策⑦

対策⑧

対策④

天気変化激しい

浸水災害

山からの離隔を
十分に確保

FL を周囲地盤面
より高く設定

避雷針の設置

風速が増幅しない
カドが少ない
平面形状

飛散防止フィルム

雨水の涵養高耐震化
階高を抑え
風害を低減

暴風・大雨・土砂災害

強い寒波、凍結

強い寒冷前線・フェーン現象

熱雷の季節

台風・秋雨前線

北西の季節風「木枯らし」

地震災害（通年）

（強い雨、落雷、突風）
（ダウンバースト）

（雷雨・山火事）

( ア ) 防災拠点としての計画性

安全・安心・業務継続力を発揮する防災拠点庁舎
【安全】コンパクトかつ堅牢な高耐震庁舎
国土交通省が示す最高基準の耐震安全性を確保

図 3-4：桜川市の季節毎の災害特性の分析と対策

図 3-3：十分な離隔によるレベル設定

図 3-5：災害対策本部機能連携の構成

図 3-6：災害時のバックアップ機能一覧

図 3-7：機能集約が明快なセキュリティ計画を実現

図 3-1：耐震構造を基準にし構造形式を総合的に判断

図 3-2：耐震要素を集約した構成

①ＲＣ造による耐震構造ベースに検討

【安心】災害対策本部機能の集約と行政エリア・市民エリアの連携

③自然災害への備えを利便性・経済性へ繋げる

②安全で見通しの良い市民協働エリアを実現する構成

【業務継続力】バックアップ機能の多重化
十分な防災設備や自立性を備えたライフラインの構築

十分な防災設備や自立性を備えたライフラインの構築

機能の集約による「エリア・棟・階」毎に明快に対応したセキュリティライン
安全性の確保について

・北側の急勾配の崖地や前面道路からの離隔距離を確
保し、水勾配程度で室内の床レベルを上げることで、
土砂災害やゲリラ豪雨時の浸水対策に配慮します。

・掘削や盛土を最小限に抑え、雨水の涵養を促すと共に、
解体の際には既存庁舎の杭の存置も検討することで、
地盤の安定性やコストの適正化を図ります。

・自然換気、太陽光発電、雨水利用などの自然の恵み
を活かしたパッシブな仕組みを災害時にも継続運用
が可能な計画とします。

・さらに非常用発電機の運転は、あらかじめ設定した
モードの選択（BCP モード構築）により、負荷を抑
制した電力運用が可能な計画とします。

・東庁舎および新庁舎東側に会議室エリアを集約配置
することで、休庁日の会議室の市民開放や東棟の独
立利用がしやすいセキュリティ計画となります。

・東側 EV を休日開放時の利用者動線とすることで、2
階のテラスや議場開放のしやすい計画とします。

・上層階は、関連部署をワンフロアに集約し、利用者の
利便性向上と階毎のセキュリティ設定を容易にします。

・「市長公室」・「総務部（危機管理課含）」・「防災対策室」
を３階に集約して配置し、機能が近接することで、
迅速に防災活動を展開します。

・「ステップギャラリー」は災害情報の発信の場とし、「東
庁舎」は職員休憩所やボランティア支援、「大会議室」
は一時避難所として機能することで、“災害時に連携
がしやすい構成” とします。

・コストや地盤状況を踏まえて耐震構造をベースに耐
震安全性Ⅰ類を確保し、基本設計期間での地盤調査
結果や市との対話の中で、構造方式（在来 or PC ）
を検討します。

・適正スパンで柱を配置した執務エリアを水平力を負
担できるＲＣ造でコンパクトにまとめます。

・１階共用部は、屋根を軽量化（Ｓ造）することで、
開放性と可変性の高い市民協働エリアを実現します。

・水平力の負担はＲＣ造を基本とし、建物の変形を小
さく抑制することが二次被害防止（漏水、設備損傷
など）に繋がります。
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保健

相談室
（窓口）

更衣室
給湯 中央

監視 倉庫 保健

相談MR
WC

文書

授乳

銀行 金庫

執務
エリア

サポート
エリア

リフレッシュ
エリア

窓口

共用部

エントランス

セキュリティ
ライン1
セキュリティ
ライン1

セキュリティ
ライン2
セキュリティ
ライン2

職員の
快適性
安全性
を高める
段階的な
ゾーニング

バスロータリーバスロータリー

市民市民

体育館

公民館

総合案内

駐車場

ひろば

職員職員

職員職員

職員職員

フラットに完結フラットに完結

窓口機能窓口機能

会議機能会議機能

市民市民

壁面を活かした溜まり 段差を活かした溜まり

ステップギャラリー

壁面を活かした展示

車椅子対応
カウンター

総合窓口
落ち着いた
相談窓口

プライバシーに配慮
したカウンター

授乳室相談室 授乳室相談室

子どもが安全に遊べる設え

授乳室個別ブース

キッズコーナー

体育館

公民館

市民協働の居場所市民協働の居場所

窓口機能窓口機能
大会議室

職員
駐車場
給食

センター

中学校

+1.6m

+2.6m
+4.7m

セセ

中中

会議機能
の集約
会議機能
の集約
東庁舎

執務スペース

原地形を活かした構成土盛りで人工的な構成

土盛り

2 階

3階

4階

防災防災

教育・経済・農業・建設

総務総務 市長市長 政策
行政管理

防災

政策
行政管理

防災

業務業務

議会関係 議場
議会

テラス

テラス

テラス

テラス

テラス

テラス

( イ ) 市民サービスの向上につながる空間構成　（エ）地形を活かした配置計画

市民協働のステージ－地形と現東庁舎を活用した市民協働の舞台と効率的でコンパクトな執務フロア－市民協働のステージ－地形と現東庁舎を活用した市民協働の舞台と効率的でコンパクトな執務フロア－

図 4-1：ありのまま地形を活かし、市民の居場所が滑らかにつながるイメージ

図 4-2：段差をそのまま活かしながら各公共機能をつなぐ

図 4-6：ワンフロアで完結する窓口部門

図 4-4：関連部課がコンパクトにまとまる機能的な各階構成

図 4-7：あらゆる立場の人に配慮した窓口廻りの考え方

図 4-5：執務室内の明快なゾーニングにより職場の快適性を高める

図 4-3：段差や壁面を活かした多様な居場所や仕掛け
・地形にそのまま屋根をかけたような構成とし、市民
協働の居場所として設えます。

・東庁舎には市民も利用できる会議室機能を集約し、
市民協働の居場所や周辺施設とつなぎます。

・窓口部門は、市民も職員も使いやすくわかりやすい
庁舎とするため、低層階にまとめ、公共交通機関か
ら「フラット」で完結する計画とします。

・窓口部門には、市民の相談内容に応じ、プライバシー
に配慮したカウンターや個別の相談室、キッズコーナー
などを適宜、設置します。

・上層階は、関連性の高い部課や機能を階毎にまとめ
る計画としつつ、各所にリフレッシュテラスを設け
ることで合理性と快適性を共に高める計画とします。

・各執務室は、窓口エリア・執務エリア・サポートエリ
アの段階的なゾーニングとし、職員の快適性・作業性
を高めることで、市民サービスを向上させます。

・各段差へは、エレベータやゆるい勾配のスロープで緩
やかにつながる計画とします。

・手すりや壁面を活かし、情報スペースやベンチ、休憩
スペースなどの協働の仕掛けを散りばめます。

段差を市民協働の居場所でゆるやかにつなぐ段差を素直に活用しながら各機能をつなぐ
来庁者が心地よく安心して利用できる計画新庁舎と東庁舎の機能を関連させながら地形を活かした提案

関連部門がワンフロアにまとまった市民も職員も使いやすくわかりやすいコンパクトな計画
来庁者の目的が効率よく完結するような動線の考え方、魅力的と思われる空間の構成や各課の配置計画　

図 4-1：ありのまま地形を

段差を市民協働段差を素直に活用しながら各機能をつなぐ
来庁者が心地よく安心し新庁舎と東庁舎の機能を関連させながら地形を活かした提案

あらゆる市民が本当に使いやすい庁舎とするためには、効率的
な機能配置となっていることは勿論、それぞれの立場から心地
良く協働を促すような居場所であることが重要です。
私たちは、今の地形をありのまま活かし、多様な居場所で滑らかにつないだ、
すべての人に優しい「市民協働のステージ」を作ります。

あらゆる市民が本当に使いやすい庁舎とするためには、効率的
な機能配置となっていることは勿論、それぞれの立場から心地
良く協働を促すような居場所であることが重要です。
私たちは、今の地形をありのまま活かし、多様な居場所で滑らかにつないだ、
すべての人に優しい「市民協働のステージ」を作ります。

見通しの良い EV・階段見通しの良い EV・階段 わかりやすい帯状の窓口サインわかりやすい帯状の窓口サイン

EVEV

子育て関連窓口のそばにキッズコーナー子育て関連窓口のそばにキッズコーナー

深い庇で日差しをカット深い庇で日差しをカット

ステップを活用したイベントステップを活用したイベント

レベルをつなぐ階段が見える居場所レベルをつなぐ階段が見える居場所

車の寄りつきやすい構成車の寄りつきやすい構成

市民の活動の「見る見られる」を生み出す市民の活動の「見る見られる」を生み出す

容易な窓口へのアクセス容易な窓口へのアクセス
市内情報や広報の展示市内情報や広報の展示
緩やかなスロープでつながる緩やかなスロープでつながる

市民の溜まり空間市民の溜まり空間
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・将来の更新に対応
   がしやすい。
⇒更新費用
・空調負荷を抑える。⇒空調費

・執務エリアを適正スパン
　( オフィスモジュール ) で構成
　⇒躯体・仕上げ工事費減
・天井放射空調　低い階高に気積を抑える
　⇒躯体費
・PC化の可能性⇒工程 ・仮設費　

・切土・盛土最小化+掘削土再利用
　⇒土工事・地業
・大屋根形状を活かし、開口率を縮減
　⇒建具工事費 減
・地盤を守る既存杭活用
　⇒解体費

施工面積大

小

小

減

減

減

減
減

小 大施工面積

開口

部材・階高 小部材・階高

・市内・県内で供給・生産可能な
材料や地元の技術を用いること
で加工費や運搬費用、工期を抑
える。

・地元の材料や技術を用いることに
より、将来に渡るメンテナンス性
を高める。
・地産地材利用が桜川市のアピール
と愛着に繋がる。

・雨水の涵養を促す。⇒
・直達日射を抑える。⇒空調費削減

水害リスク最小化

①地形を活かす低層階 ③地域の資源を活かす②コンパクトな上層階

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
低
減

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
低
減

設計から運営まで最適な省エネ
手法の運用助言・検証の実施

連携

支援
情報
提供

学識者

・省エネチューニング
・補助金申請
・SDGｓ取組

設計者

桜川市

＋

削減
削減

「石」の廃材

犬走りに「砕石」「原石」の車止め

地場産材（利用例）

27

12

22

36

3

2

17
9
22

25

25％減
LCC (100 年間で試算 )

建設

運用

維持

解体
修繕

提案標準

盛 切
既存杭
残置

既存地形のまま

今ある雨水の通り道
涵養涵養

雨水を分散
雨水の通り道 ( 予測不能 )

各スパンで
設備を完結
各スパンで
設備を完結

間仕切壁
設置可能
間仕切壁
設置可能

”” ””””

小

光 豊富な日射量
年間4,536 MJ/ｍ2

風 夏季・中間期→南東
冬季・中間期→北西

熱 冬季の冷え、寒暖差

水 降水量が多く、
豊富な地下水

桜川市の気候特性 効果的な環境提案

・雨水利用
・地下水利用

・床放射空調
・安定した地中熱の利用

・自然通風

・太陽光利用
・日射遮蔽

竣工時 エネルギー消費量56％減

さらに 10％減

44％

運用 34％

100％50％0％
標準建物

9％4％10％ 43％

　負荷低減 　自然の恵み
創エネ

高効率設備 　運用チューニング

ZEBReadyZEBReady

22 33 ４４11

11223344

床・天井放射空調に豊富な地下水利用床・天井放射空調に豊富な地下水利用 アースチューブアースチューブ

人（密）

不在 在

静
的
静
的

動
的
動
的

人 ( 粗 )

会議室

休憩・多目的エリア

会議室

・高断熱・気密性能の強化・高断熱・気密性能の強化

・バルコニー・庇・バルコニー・庇

・設備ボイド
　（PS 更新用）
・設備ボイド
　（PS 更新用）

・屋根を利用した雨水集水
　散水による熱負荷軽減
・屋根を利用した雨水集水
　散水による熱負荷軽減

・水循環システム
   雨水の雑用水利用
・水循環システム
   雨水の雑用水利用

・太陽光発電『創エネ』
   新設＋既存再利用検討
・太陽光発電『創エネ』
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・床放射空調
   居住域空調・底冷え防止
・デシカント外調機
　湿度制御の向上
・デシカント外調機
　湿度制御の向上・タスクアンビエント照明・タスクアンビエント照明

・赤外線アレイセンサ
   人数にあわせた空調換気制御
・赤外線アレイセンサ
   人数にあわせた空調換気制御

・人感センサ
   効率的に照明制御
・人感センサ
   効率的に照明制御

・リアルタイム型 BEMS
　機器の適切な運用によるエネルギー使用量の低減
・リアルタイム型 BEMS
　機器の適切な運用によるエネルギー使用量の低減

・デジタルサイネージ
　エネルギー消費量の見える化
　環境への取り組みの見える化

・デジタルサイネージ
　エネルギー消費量の見える化
　環境への取り組みの見える化

・アースチューブ（地中熱）
　空調用エネルギー消費低減
・アースチューブ（地中熱）
　空調用エネルギー消費低減

・ 桜川市の気候特性を活かして環境性
能を高める建築計画に加え、先端技
術と標準技術を組み合わせた省エネ
ルギー化、運用の最適化、創エネル
ギーの活用により、ライフサイクル
コストを縮減した上でウェルネスの
向上も目指します。

・ さらに、工事段階だけでなく、建材・
機材の運用段階、製造・施工段階も含
め、建物の生涯を通してCO２排出量エ
ネルギーコストの最小化に取組みます。

１１ 『負荷を元から断つ』しくみ

４４『運用・見える化』のしくみ

４つの効果的なアプローチが徹底的にエネルギー消費を削減

３３ 『高効率設備』のしくみ

感染症対策：
汚染物質を拡散させない
一方向の空気（風）の流れ

感染症対策：
汚染物質を拡散させない
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市民活動をつなぐ動線

会議室エリアは市民も利用可能
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図 4-2：ZEB Ready 基準に適合させるアプローチ図 4-1：環境特性に特化した提案

図 4-3：4つのアプローチでエネルギー消費削減を実現する断面イメージ
人の粗密（動・静的）に応じたモード ( ふるまい ) が、省エネ＋ウェルネスに優れた環境をつくる

( ウ ) 機能性と経済性の両立及び計画の実現性

桜川の恵みと敷地固有の地形を活かす －省エネルギーとウェルネスを両立する庁舎－

図 4-5：標準建物とのライフサイクルコスト（LCC）比較（100 年）

図 4-4：エリアの特性に応じたシステムでコストと快適性を両立する仕組み

・ 上層階の執務エリアでは天井放射空調を採用、職員の知的生産性（快
適性）の向上に寄与し、良質な行政サービスの提供に貢献します。

・ 低層階の市民が集いにぎわうエリアでは体感性のよい（底冷えのない）
床放射空調を採用し居心地の良い空間を実現します。さらに人数の変動
に合わせて空調・換気・照明を制御するオンデマンド環境制御で過剰な
（無駄な）運転をなくし、運用コストを削減します。

・ イニシャルコストを抑えるため、桜川市の環境や本敷地の地形を活かした、計画・構造・環境を最適化する提
案を行います。また、これらの提案は、ランニングコストへの低減にも寄与し、LCC（ライフサイクルコスト）
で 2５％の削減 (100 年 ) を実現します。

「気候・地形を活かした省エネルギー」と「各機能に適合した環境づくり」で ZEB 庁舎を実現
無駄を省いたシンプルな計画

桜川の環境と地形を活かしたシンプルな構成がライフサイクルコストを抑える
将来のランニングコストの縮減を効率的に実現

低層階：協働（動的）エリア
床放射空調　人の粗密にあわせて自動で空調を制御

（改修部は個別空調で使用居室のみを空調）

人の粗密人の粗密 上層階：執務（静的）エリア
　　　　天井放射空調
　　　　体感性の向上静的静的

動的動的
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新庁舎建設 ( 準備 ) 新庁舎建設 ( 基礎～検査 ) 引越・仮囲い盛替え 東庁舎改修・倉庫等解体

東庁舎改修・新車庫倉庫建設 引越し・仮囲い盛替え 西庁舎・西車庫解体 渡り廊下建設・外構

②【解体】
　シルバー人材
　センター

②【解体】
　シルバー人材
　センター

⑦【解体】北倉庫⑦【解体】北倉庫

⑪【解体】
　西庁舎・西車庫

③【新築】新庁舎③【新築】新庁舎

⑫【新築】
　渡り廊下
⑫【新築】
　渡り廊下

⑦【改修】新東庁舎

⑦【改修】新東庁舎

④外構 ( 仮囲い内 )
　( 残土置場部除く )
④外構 ( 仮囲い内 )
　( 残土置場部除く )

⑫外構 ( 残部分 )⑫外構 ( 残部分 )

②【解体】
　バス車庫
②【解体】
　バス車庫 ①仮囲い設置

一般
（給食ｾﾝﾀｰ敷地の一部想定）

（大和運動場の一部
( 野球場以外 ) 想定）

↑職員

P

P

（公民館・体育館駐車場の一部想定）
←職員

敷地内総駐車台数：85 台程度敷地内総駐車台数：85 台程度 敷地内総駐車台数：85 台程度敷地内総駐車台数：85 台程度 敷地内総駐車台数：140 台程度敷地内総駐車台数：140 台程度 敷地内総駐車台数：140 台程度敷地内総駐車台数：140 台程度

敷地内総駐車台数：140 台程度敷地内総駐車台数：140 台程度 敷地内総駐車台数：130 台程度敷地内総駐車台数：130 台程度 敷地内総駐車台数：130 台程度敷地内総駐車台数：130 台程度

P

一般
P

一般
P

一般
（給食ｾﾝﾀｰ敷地の一部想定）

（大和運動場の一部
( 野球場以外 ) 想定）

↑職員

P

一般 P一般 P

P
（大和運動場の一部
( 野球場以外 ) 想定）

↑職員 P

職員立体
（想定）

P

職員立体
（想定）

P 職員立体
（想定）

P 職員立体
（想定）

P 職員立体
（想定）

P

立体　   新設
( 想定 )

立体　   新設
( 想定 )
P

（公民館・体育館駐車場の一部想定）
←職員 P

一般
P

一般
P

一般
P

一般
P

一般
P

一般
P

一般
P

一般
P

一般
P

一般
P

一般
P

残土 残土

残土残土 残土

残土

④【引越】
　西・東庁舎 ⇒ 新庁舎

⑨【引越】
　西庁舎・西車庫
　 ⇒ 新東庁舎・新車庫倉庫

⑤【引越】
　北倉庫 ⇒西庁舎・西車庫

⑥仮囲い盛替え

⑩仮囲い
　盛替え

⑧【新築】新車庫倉庫⑧【新築】新車庫倉庫

（埋戻し）（埋戻し）

基本計画
新庁舎建設工事

通常使用

新庁舎建設工事 （PC採用実現の場合：更にー３か月）

倉庫新設 渡り廊下新設

準備 基礎

改修工事
会議・倉庫利用

躯体 外装 内装・試運転 検査

検
査

引越 新庁舎通常運用

引越

【新庁舎建設】1ヵ月短縮
【事業全体工期】1年短縮

新庁舎通常運用

東庁舎通常運用

西庁舎解体工事

西庁舎解体工事
シルバー人材センター・バス車庫解体シルバー人材センター・バス車庫解体

北倉庫解体北倉庫解体

外構工事

新庁舎廻り 全体

提案

【新築】新庁舎

【改修】東庁舎
【解体】西庁舎
その他 倉庫等
外構

年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度
11月 1 2 312 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

北側新庁舎案 ( 仮設棟が必要 )

仮設棟の設置により、同時期に
敷地内を工事エリアとして使う範囲が
広くなり工事中の駐車場確保が困難

棟毎の工事移行期を除き、一定の空地
が得やすいため、工事中の駐車場確保
が比較的しやすい

狭隘作業期間が長く工事中の安全確保
が比較的しにくいほか、本庁舎完成後
も北側法面との離隔が近いため、土砂
災害発生時被害が大きい。

狭隘作業期間が短く工事中の安全確保
が比較的しやすいほか、本庁舎完成後
は北側法面との離隔を一定確保できる
ため、土砂災害発生時被害が少ない。

引越しの回数が多くなるほか、解体工
事と仮設工事の重複作業が困難なため
工期が大幅に伸びる
仮設棟建設・解体の費用だけでなく、
引越費用・各種申請費用も増加する。

仮設棟の計画・建設・解体・引越に
関する費用が発生しない。

引越しの回数が少なく、敷地内の現施
設も有効に活用していくことで、工期
を大幅に短縮することが可能

本提案

完成時
イメージ

工事中の
駐車場確保

安全性

工期

コスト

現状の法面・レベル差
をそのまま活かす計画
現状の法面・レベル差
をそのまま活かす計画

土砂災害リスク・コスト・工程 少

現状と変わらない
アプローチ計画
現状と変わらない
アプローチ計画
安全性 高

( オ ) 仮設計画

「高効率」で「安全」な工事を実現する地形に沿った庁舎

・シンプルな新築部と高効率な解体・改修・引越計画
とすることで、事業全体工期を 1年短縮します。

・現庁舎・車庫・倉庫など今ある施設を使いながら順
次工事を行うことで、一切の仮設棟を建設せずに、
常に各倉庫等も含めた必要スペースを確保します。

・地形に沿って新庁舎を計画することで、掘削土が最
小限となる効率的な計画とします。

・掘削土は、西庁舎解体後の埋戻しに活用し、残土処
分の少ない低コストで環境に優しい計画とします。

・西庁舎解体時には既存の杭を残置することで、工程
短縮・コスト縮減に寄与するとともに、安定した安
全な地盤を維持する計画とします。

・ 外構の高低差設定は、極
力、大々的な掘削・盛土
等を行わず、「今まで通
り」の地形を活かす計画
とすることで、完成後・
工事中共に土砂災害リス
クを抑え、低コストな計
画とします。

・ 公共交通機関の発着場所
も含めた利用者の車両ア
プローチ動線は、完成後・
工事中共に「今まで通り」
に西側斜路を活かす計画
とすることで、慣れ親し
んだ混乱の少ない計画と
します。

最小限の工程で約１年の全体工期短縮を実現する『高効率』なローリング計画

「今まで通り」の動線や地形を最大限活かし、工事中も完成後も『安全』を担保する

工事中であっても市民サービスの低下が最小限となる仮設計画

図 6-4：現状地形をそのまま活かす

図 6-3：仮設棟の建設を行わないことによるメリット

図 6-5：現状と変わらない動線計画

図 6-2：想定事業工程を約 1年縮減する全体工程

図 6-1：スペース減少や仮設利用が生じないローリング計画
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桜川市

設計チーム

綿密な
コミュニ
ケーション

最新の庁舎実績から
高い防災機能を含む
施設まで、様々な公
共建築の企画～設計
～運営まで熟知し、
本業務にその経験を
十分に活かします。

最新の庁舎実績から
高い防災機能を含む
施設まで、様々な公
共建築の企画～設計
～運営まで熟知し、
本業務にその経験を
十分に活かします。

最新の庁舎実績を有
し市内の業務にも精
通していることか
ら、特徴的な本敷地
の特性に対して様々
な視点で分析し的確
に設計を行います。

最新の庁舎実績を有
し市内の業務にも精
通していることか
ら、特徴的な本敷地
の特性に対して様々
な視点で分析し的確
に設計を行います。

PC造をはじめとする
あらゆる種別や敷地
条件下(斜面地など)
の構造設計実績が豊
富で、地震から水害
まで、安全に配慮し
た設計を行います。

PC造をはじめとする
あらゆる種別や敷地
条件下(斜面地など)
の構造設計実績が豊
富で、地震から水害
まで、安全に配慮し
た設計を行います。

全国で多様な積算
経験があり、PC
造等の積算実績も
有しています。物
価トレンドと地域
性を考慮しながら
積算を行います。

全国で多様な積算
経験があり、PC
造等の積算実績も
有しています。物
価トレンドと地域
性を考慮しながら
積算を行います。

最新の庁舎実績をは
じめ、災害対応バッ
クアップ設計等に深
い造脂、全国で多様
な実績があり、その
経験を活かします。

最新の庁舎実績をは
じめ、災害対応バッ
クアップ設計等に深
い造脂、全国で多様
な実績があり、その
経験を活かします。

同種・同規模物件の実績
が豊富です。庁舎は各機
能によって求められる温
熱環境が異なるため、目
的に即した適材適所の快
適な環境を省エネに創り
ます。

同種・同規模物件の実績
が豊富です。庁舎は各機
能によって求められる温
熱環境が異なるため、目
的に即した適材適所の快
適な環境を省エネに創り
ます。

管理
技術者
管理
技術者

建築
(意匠)
建築
(意匠)

庁舎・教育施設をはじめとし
桜川市内・茨城県内に多数の
公共施設実績を有していま
す。地域基盤を活かした視点
を発揮し、関係各所との調整
などでは迅速でスムーズな連
携を図ります。

庁舎・教育施設をはじめとし
桜川市内・茨城県内に多数の
公共施設実績を有していま
す。地域基盤を活かした視点
を発揮し、関係各所との調整
などでは迅速でスムーズな連
携を図ります。

建築
総合
建築
総合

組織設計事務所 (最新庁舎を含め100を超える庁舎設計実績)組織設計事務所 (最新庁舎を含め100を超える庁舎設計実績) 地元設計事務所地元設計事務所

建築
(構造)
建築
(構造)

建築
(積算)
建築
(積算)

電気
設備
電気
設備

機械
設備
機械
設備

綿密な
コミュニ
ケーション公共施設建設室 関係各部課 関連施設市議会

リアルタイムで蓄えた豊富で
多様な実績の積算データ

発注資料

反
映

【考慮する内容の例】
・適正な仕様
・VE・CDの項目及び金額の事前想定
・法条件ほか、庁舎設計経験上、変更
リスクがある項目の洗い出し…など

意見を集める意見を集める
（協働の場）（協働の場）

設計に
反映
設計に
反映

市民ワークショップ市民ワークショップ
市民協働の在り方市民協働の在り方 市民サポートの在り方市民サポートの在り方

はたらきかた会議
（職員＋有識者）
はたらきかた会議
（職員＋有識者）

フィードバック
（サポートの場）
フィードバック
（サポートの場）

市民
団体 有識者

市民

設計者

事務局 有識者

各課
担当

設計者
こどもからお年寄まで、
集まり意見交換する場
こどもからお年寄まで、
集まり意見交換する場

サポート支援をする視点から
計画・デザインに反映する場
サポート支援をする視点から
計画・デザインに反映する場

本計画は、岩瀬・大和・真壁の３つの地域をひとつにし、市全体が改めて強い団結で結ばれるための「契機」となります。
そのためには「いかに各関係者の納得感を醸成していくか」という視点がとても重要であり、『共につくる』というプロセスが、
市民の皆様の愛着を深め、育んでいくと考えます。
私たちは、市民との新たな協働を通して、地域の方々の想いを受けとめ、かたちにするプロセスをみなさまと共有し、その
成果を着実に反映していきます。

( カ ) その他　実施体制　

「協働の庁舎」を市民と共につくる ー豊富な庁舎実績と桜川での設計経験を活かすー「協働の庁舎」を市民と共につくる ー豊富な庁舎実績と桜川での設計経験を活かすー

図 7-2：庁舎・災害対応施設の設計と桜川に精通したベストマッチの体制

図 7-1：前面道路からのメインアプローチ：羽田山を背景に大和の風景に溶け込む新庁舎

図 7-4：市民・職員の意見を汲み取り整理して反映

図 7-3：コストリスクマネジメントの仕組み

・意見収集とフィードバックを通して、みなさまが “共
感” できる方針を導きます。

・市民ワークショップとはたらきかた会議（職員＋有
識者）を連動して意見を集め、設計に反映します。

•本業務には、行政サービスを持続しながらの、「新築」
「解体」「改修」「外構」と様々な工事が含まれている
ため、設計業務初期に関係者との密な対話の中で運用
開始までの綿密なスケジュールを提案します。
•地域だけではなく、全国ネットの実績を活かし、あら
ゆる工事において、リアルタイムで蓄えた豊富なデー
タベースを根拠とする精度の高い「コストリスクマネ
ジメント」で市の発注業務を徹底サポートします。

・桜川市に精通し、本敷地の特性を十分に理解したチー
ム編成で、あらゆる業務をスムーズに遂行します。

・防災・構造・環境など最新技術を持つ社内技術部門
が強く連携して計画を進めます。

・庁舎のあり方や防災設計、その設計プロセスを熟知し、
まちづくりなどの経験も豊富な管理技術者のもと全
社的に設計に取り組みます。

・コスト部門が、変動が著しい現在の建設市場をリア
ルタイムで分析・コントロールして進めます。

桜川市の地域特性を十分に理解した、最新の庁舎実績が豊富なチームで取り組みます。

あらゆる意見を検証し施設づくりに反映させる仕組み複雑な工程・工事を整理し筋道をたてる

実施体制

市民や職員の意見の反映手法工程計画・コストコントロールについて特に重視する点
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